
戯
曲
を
書
く
に
あ
た
っ
て 

必
要
事
項 

   

必
ず
必
要
な
も
の
は
◎
、
あ
っ
た
方
が
い
い
も
の
は
○
で
示
し
て
い
ま
す
。 

 
◎
上
演
作
品
タ
イ
ト
ル
（
上
演
時
間
も
記
入
す
る
と
よ
い
） 

 
 

例
：「
の
び
た
二
つ
の
影
」
（
２
５
分
） 

 

◎
上
演
団
体
（
学
校
）
名
（
ふ
り
が
な
付
） 

 

例
：
○
○
市し

立り
つ

○
○
中
学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

演
劇

え
ん
げ
き

同
好
会

ど
う
こ
う
か
い 

 

◎
作
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
付
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
可
と
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
本
名
も
明
記
す

る
こ
と
） 

 

例
：
上
江

う

え

洲ず

朝
男

あ

さ

お 

 

◎
作
品
の
あ
ら
す
じ
（
１
ペ
ー
ジ
で
収
ま
る
よ
う
に
す
る
） 

 

◎
登
場
人
物
名
（
年
齢
や
性
格
人
物
像
な
ど
も
あ
る
と
よ
い
） 

  

例
：
ス
バ
ル…

…

中
学
３
年
生
。
サ
ッ
カ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
。
好
奇
心
旺
盛
、
言
い
た
い
こ
と 

は
ズ
バ
ズ
バ
い
う
タ
イ
プ
。
涙
も
ろ
い
一
面
も
あ
る
。 

◎
戯
曲
の
本
文
（
ト
書
き
と
セ
リ
フ
） 

 

○
配
役
・
キ
ャ
ス
ト
（
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
登
場
人
物
名
の
下
に
書
く
と
よ
い
） 

  

例
：
ス
バ
ル…

…

上
江
洲
朝
男 

 

○
ス
タ
ッ
フ
（
必
要
な
照
明
や
音
響
、
舞
台
転
換
要
員
の
人
数
を
書
い
て
お
く
と
よ
い
） 

 

例
：
照
明…

…

琉
球
太
郎 

 
 

音
響…

…

沖
縄
花
子 

 

○
団
体
代
表
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
付
、
職
名
や
連
絡
先
な
ど
） 

 

○
幕
や
場
ご
と
の
舞
台
配
置
図 

 



脚
本
の
書
き
方
例 

   
 

      
 

 
 

 
 

□
□
□
１
９
７
２
年
夏
。
セ
ミ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
沖
縄
の
と
あ
る
中
学
校 

の
教
室
。
隆
之
は
学
年
の
ボ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
和
人
と
そ
の
子
分
た 

ち
に
囲
ま
れ
、
詰
め
寄
ら
れ
て
い
る
。 

  

夢
乃
介 

 
 

さ
っ
き
の
こ
と
謝
れ
よ
。 

隆
之 

 
 

 
…
…

 

忠
司 

 
 

 

お
い
、
聞
い
て
ん
の
か
？ 

憲
太 

 
 

 

ふ
ざ
け
や
が
っ
て 

夢
乃
介 

 
 

和
人
に
、
恥
か
か
せ
た
ん
だ
ぞ
、
わ
か
っ
て
い
る
の
か
？ 

隆
之 

 
 

 
…
…

俺
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
謝
る
の
は
俺
じ
ゃ
な
い
、
和
人
の
方
だ
。 

夢
乃
介 

 
 

（
憲
太
が
殴
り
か
か
る
。
寸
前
で
、
夢
乃
介
が
腕
を
つ
か
ん
で
止
め
る
）
な
ん
だ 

っ
て
？
和
人
に
謝
れ
だ
っ
て
？
お
前
自
分
で
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て 

る
の
か
。 

隆
之 

 
 

 

と
に
か
く
、
そ
こ
を
ど
い
て
く
れ
。 

忠
司 

 
 

 

誰
に
モ
ノ
言
っ
て
る
ん
だ
よ
。 

憲
太 

 
 

 

ち
ゃ
ん
と
お
願
い
し
ろ
よ
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

和
人
が
廊
下
か
ら
教
室
に
入
る
と
、
空
気
が
一
変
す
る
。
そ
わ
そ
わ
す 

る
夢
乃
介
た
ち
。 

 

 

和
人 

 
 

 

（
み
ん
な
の
様
子
を
察
し
て
、
少
し
笑
い
な
が
ら
）
ど
い
て
や
れ
よ
、
夢
。 

夢
乃
介 

 
 

え
？
（
和
人
と
隆
之
と
を
交
互
に
見
る
）…

…

わ
、
わ
か
っ
た
よ
。（
隆
之
に
道 

を
空
け
て
）
さ
っ
さ
と
行
け
よ
。 

 

隆
之
が
教
室
か
ら
出
る
や
否
や
高
笑
い
す
る
和
人
。
夢
乃
介
た
ち
は
あ 

っ
け
に
と
ら
れ
て
、
互
い
に
目
配
せ
を
す
る
。
溶
暗
。 

 
 

 
 

   

上部を５０mm程度空ける。 

ト書きは３マス

程度空けて書く 

ト書きは時や場所、状

況、様子がわかるよう

に書き出すとよい。 


